
 

尖
閣
を
守
れ
百
万
名
署
名
を
目
指
し
て 

日
本
会
議
愛
知
県
本
部
は
六
月

十
七
日
名
古
屋
駅
前
に
て
、
「
尖

閣
諸
島
を
守
れ
」
署
名
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
十
代
を
含
む
十
七
名

は
、
小
雨
ま
じ
り
の
天
候
を
物
と

も
せ
ず
声
を
張
り
上
げ
強
く
訴

え
ま
し
た
。
日
本
会
議
が
提
唱
す

る
「
『
尖
閣
を
守
れ
』
全
国
百
万

人
署
名
」
を
目
指
し
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。 

尚
、
七
月
二
日
に
は
自
衛
隊
の
Ｏ

Ｂ
会
で
あ
る
隊
友
会
愛
知
県
本

部
総
会
が
行
わ
れ
た
受
付
で
、
同

様
の
署
名
を
取
ら
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
「
既
に
署
名
し
た
よ
」
と

仰
ら
れ
る
方
も
多
く
お
ら
れ
、
さ

す
が
は
隊
友
会
と
感
激
し
ま
し

た
。
署
名
活
動
粘
り
強
く
続
行
中

で
す
。 

ご

案

内

・

愛

知

県

護

国

神

社

黙

祷

祭 

八
月
十
五
日
月
曜
午
前
十
一
時
三
十
分
に
、
護
国
神
社
境
内
の
さ
ざ
れ
石
の
前
に
ご
集

合
下
さ
い
。 

祖
国
繁
栄
の
礎
と
な
ら
れ
た
英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
、
昭
和
天
皇
終
戦
の

御
詔
勅
を
拝
聴
の
後
、
お
神
酒
を
頂
戴
し
ま
す
。 

そ
の
後
、
桜
花
会
館
に
会
場
を
移
し
集
会
を
行
い
ま
す
。
（
入
場
無
料
、
当
日
の
責
任

者
は
南
部
、
日
本
会
議
の
腕
章
付
け
て
お
り
ま
す
。
） 

是

非

、

護

国

神

社

の

献

灯

祭

に

お

申

込

み

を

！ 

八
月
十
六
日
火
曜
午
後
六
時
～
九
時
、
境
内
に
五
千
個
近
い
雪
洞
（
ぼ
ん
ぼ
り
）
が
灯

さ
れ
幽
玄
な
世
界
が
現
れ
ま
す
。
献
灯
は
一
灯
・
二
千
円
で
事
前
に
お
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
〇
五
二
―
二
〇
一
―
八
〇
七
八
護
国
神
社
へ
ど
う
ぞ
！
。 

県

内

自

衛

隊

行

事

ご

案

内

（

駐

屯

地

開

放

行

事

） 

守
山
駐
屯
地 

 

八
月
四
日
（
木
） 

納
涼
行
事
（
＝
盆
踊
り
） 

十
月
二
日
（
日
）
第
十
師
団
創
立
記
念
行
事 

春
日
井
駐
屯
地 

八
月
四
日
（
木
） 

納
涼
行
事 

小
牧
基
地 

 
 

十
月
二
十
三
日
（
日
） 

航
空
祭 

豊
川
駐
屯
地 

 

七
月
二
十
七
日
（
水
） 

納
涼
行
事 

 

書 

籍 

紹 

介 
 

「
日
本
人
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
皇
室
の
こ
と
」 

中
西
輝
政
＋
日
本
会
議 

編
・
著 

四
六
判 

三
百
二
十
頁 

 

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

千
五
百
円 

書
店
ま
た
は
日
本
会
議
事
業
セ
ン
タ
ー
（
〇
三
―
五
四
二
八
―
三
七
二
三
）
へ 

な
ご
や
通
信 

 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

八
月
七
日 

午
前
七
時
開
始
、
八
時
終
了
、
九
月
四
日
は
八
時
開
始
で
す
。
軍
手
持

参
、
大
雨
中
止
、
小
雨
は
社
殿
木
枠
の
拭
き
掃
除
、
冷
た
い
お
茶
を
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
お
越
し
下
さ
い
。
現
場
責
任
者
・
南
部
（
０
９
０
‐
２
７

７
３
‐
０
６
８
８
） 

 

●
「日
本
の
息
吹
」を
引
き
続
き
、
ご
継
続
下
さ
い
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

第
二
十
四
号
・
平
成
二
十
三
年
八
月 

日
本
会
議
名
古
屋
支
部
事
務
局 

０
５
２ 

― 

７
６
３ 

― 

４
５
８
８ 

 


